
 ⾮構造部材評価表 様式4-1 
:設計図書に示されている数値・内容を入力する（記載がなければ、ブランクか0を入力する）

 記載がない場合でも、施主・事業主と取り決めている値がある場合はその値を記入する

:極めてまれに発生する地震動に対する応答値を入力する

※1)　Bの水平震度(KH)は、Aの床応答加速度を重力加速度980(gal.)で除した値

※2)　Cに示す増幅率は非構造部材を対象とした床からの応答倍率 エキスパンションジョイントの有無 ： なし

屋上および塔屋 1.00 1.00 1/100 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 1/150 1.50
上層階 1.00 1.00 1/100 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 1/150 1.50
中間階 1.00 1.00 1/100 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 1/150 1.50

上層階 1.00 1.00 あり 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 -
中間階 1.00 1.00 あり 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 -

上層階 1.00 1.00 1/100 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 1/150 1.50
中間階 1.00 1.00 1/100 388 0.40 1.00 2.53 0.90 1.11 1/150 1.50

上層階 1.00 - - 388 0.40 1.00 2.53 0.90 - - -
中間階 1.00 - - 388 0.40 1.00 2.53 0.90 - - -

EV - - 40 - - - - - - 25.3 1.58
階段 - - 40 - - - - - - 25.3 1.58

:設計図書に要求性能が明記されている場合には「○」、明記されていない場合は「×」を記入する

:α 1、α 2、α 3のそれぞれが「×」となる場合に、全層の70%で要求性能を満足していることが確認できれば「○」を記入する

 (α 1～α 3の評価が「○」となる場合は記入不要。「○」を記入しても良い。）

○ ○ ○ ○ - ○ - ○ -
○ ○ × ○ - ○ -
○ ○ ○ ○ - ○ - ○ -
○ ○ -

× ○ -
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2 2
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非構造部材評価に関わる評価点 / 90 (%)
0% 50% なし

50% 70% ☆
70% 90% ☆☆
90% 100% ☆☆☆
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①建築特記仕様書に記載のある設計用震度、層間変形追従性能、Exp.Jがある場合はその相対変位、を入力する

②各々の事項について特記仕様書に記載されているならば、要求性能の「明示」のプルダウンから「○」を選択する。

③時刻歴応答解析より求まる床応答加速度、層間変形角、Exp.Jにおいてはそ相対変位を入力する

・天井に対しては床からの応答倍率を記入する。

・設計用震度に応答倍率が含まれている場合は、設計用震度を割り戻し、増幅率に応答倍率を入力する

・含まれていない場合は、震度と応答倍率をそれぞれ入力する。

  なお、応答倍率が設定されていない場合は「外壁、内壁、床については1.00」、「天井については2.0」を入力すうｒ。



 建築設備評価表 様式4-2 
エキスパンションジョイントの有無 ： なし

屋上および塔屋 1.00 2.00 388 0.40 2.25 1.12 1.00 2.00
上層階 1.00 2.00 388 0.40 2.25 1.12 1.00 2.00
中間階 1.00 2.00 388 0.40 2.25 1.12 1.00 2.00

地階および1階 1.00 1.00 490 0.50 3.00 0.67 0.50 2.00
屋上および塔屋 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00

上層階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00
中間階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00

地階および1階 1.00 1.00 490 0.50 1.50 1.33 0.50 2.00
屋上および塔屋 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00

上層階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00
中間階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00

地階および1階 1.00 1.00 490 0.50 1.50 1.33 0.50 2.00
配管 支持仕様 A

屋上および塔屋 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00 該当なし

上層階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00 該当なし

中間階 1.00 2.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 2.00 該当なし

地階および1階 1.00 1.00 490 0.50 1.50 1.33 0.50 2.00
屋上および塔屋 1.00 1.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 1.00

上層階 1.00 1.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 1.00
中間階 1.00 1.00 388 0.40 1.50 1.68 1.00 1.00

地階および1階 1.00 1.00 490 0.50 1.50 1.33 0.50 2.00
ラック配線 支持仕様 A

配管・配線 500 318 1.57
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○ ○ ○ - ○ -
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非構造部材評価に関わる評価点 / 93 (%)
0% 50% なし

50% 70% ☆
70% 90% ☆☆
90% 100% ☆☆☆
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■要求性能の「明示」と「応答値との比較」
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